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市役所 代表電話
TEL.042-585-1111
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第1142号  平成18年（2006年）9月1日投稿のページなど

★わくわくおはなし会　９月１６日�
午後２時～３時／多摩平図書館／な
ら梨とり、トッケビのこんぼうほ

か／
小学生以上対象／子すずめの会・こ
との葉（田島�５８３－０８９６）
 

★ハーモニーから　�久木田薫チャ
リテイー（クラシック）コンサート
…９月２日�午後２時から／市民会
館大ホール／１千人／１千５００円／
沢田（�５８４－８６２２）�親子ふれあい
ミニコンサート…９月３日�午前１１
時～午後１時／楽器体験ほ

か／幼児と
保護者対象�音楽喫茶…９月３日�
午後１時～５時／癒しのパステル
画、演奏コーナーほ

か／いずれも富士
電機「多摩あんしん館」／各回３０人
／１千円※お子さんは無料／同会
（久木田�０７０－５０２３－２０１２）
★フォトサークル「であい」写真展
９月１３日�～１８日�午前１０時～午後
５時※１３日は午後１時から、１８日は
午後４時まで／市民会館展示室／宮
澤（�５８６－１３１９）
★うたごえｉｎひの　９月１６日�午
後６時～９時／多摩平の森ふれあい
館／唱歌、歌謡曲ほ

か／８００円（軽食付
き）／前田（�０９０－８８１１－４０１２）
★アルパ（中南米のハープ）とギタ
ーの演奏会　９月１６日�午後２時３０
分から／ならの木（東豊田）／曲目
・コーヒールンバほ

か／２千円（菓子、
飲み物付き）／ならの木文化サーク
ル（�５８４－８０４９）へ申込
★日野盆栽水石展・向日葵絵手紙展
「四季をり折」　 ９月１６日�・１７日
�午前９時～午後４時／高幡不動尊
宝輪閣／金子（�５８３－８０７７）
★マンドリンプリモ定期演奏会　９
月１８日�午後２時から／いちょうホ
ール（八王子市）／曲目・二つのギ
ターほ

か／畑野（�５８３－７１０３）
★エルデ・ハッピーコンサートｉｎ
相模湖　９月１８日�午後２時１５分か
ら／相模湖交流センター（神奈川県
相模原市）／男声・女声・混声コー
ラスとソリストによるバラエティー
コンサート／男声合唱団エルデ（中
村�０８０－３０９５－４９１７）
★母の好きだった小倉百人一首と共
に「家族と私」絵手紙展　９月１９日
�～２４日�午前１０時～午後５時／と
よだ市民ギャラリー／米山（�５８６－
２７２４）
 

　先着順で掲載します。２度目以降
の掲載は前回掲載日の３カ月後から
受け付けます。
★日野市民合唱団　毎週木曜日午後
７時～９時／ひの社会教育センタ
ーな

ど／月４千円／金井（�５８３－
１６１８）
★温泉同好会「わくわく会」　 平日
に山梨方面の温泉に行きます※自宅
送迎あ

り／年２千円／野田（�５９１－
５９２５）
★都民劇場　１０月～平成１９年３月公
演／演劇、ミュージカル、歌舞伎等
を鑑賞※費用等、詳細は問い合わせ
を／同劇場（�０３－３２８９－４６２１）
★少年軟式野球「帝人フレンズ」　
隔週土曜日と毎週日曜日、祝日／六

美術・音楽美術・音楽

会員募集会員募集

小な
ど／小学生対象※女子、初心者歓

迎／ 一  瀬 （�５８４－５８８０）
いち のせ

★楊名時太極拳同好会日野教室　毎
週水曜日午前１０時～１１時３０分／生活
・保健センターな

ど／楊名時気功八段
錦ほか※初心者歓迎／入会金１千
円、月２千５００円※指導あ

り／動きや
すい服装で／川上（�５８３－７４３９）

★日野市ギターサークル　毎月第１
・第２・第４金曜日午後１時３０分～
３時／生活・保健センターな

ど／月２
千７００円※初心者歓迎。指導あ

り／長
谷川（�５８２－３７４３午後８時以降）
★英語研究会　月２回土曜日午前／
東急スクエア（八王子駅前）など／中級
程度の方対象／入会金１千円、１回

２千５００円※外国人講師あ
り／藤井（�

５９２－３８７３夜間）
★合気道エクササイズ「一心館」　
月曜～金曜日午前１０時３０分～正午／
一心館道場（百草）／古流柔術の新
体操作法を活用したエクササイズ※
女性・高齢者歓迎／月３千円／動き
やすい服装で／同館（�５９２－６６５７）

 　

江
戸
と
京
都
を
結
ぶ
東
海
道
を
始

め
、
公
用
の
旅
行
者
の
た
め
に
設
置
さ

れ
た
宿
場
は
、
参
勤
交
代
制
の
確
立
に

よ
り
五
街
道
（
東
海
道
・
中
山
道
・
甲

州
道
中
・
日
光
道
中
・
奥
州
道
中
）
ば

か
り
で
は
な
く
、
全
国
に
そ
の
整
備
を

促
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
商
工
業
の
発
達

に
よ
っ
て
人
や
物
の
往
来
が
盛
ん
と
な

り
、
や
が
て
一
般
庶
民
も
参
詣
や
物
見

遊
山
の
旅
に
出
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
宿
場
に
は
、

旅
行
者
の
た
め
の
休
泊
の
施

設
が
設
け
ら
れ
、
そ
の
荷
物

を
輸
送
す
る
た
め
人
馬
の
継

立
て
が
課
せ
ら
れ
ま
し
た
。
継
立
て
と

は
前
の
宿
の

人
馬
を
使
っ

て
や
っ
て
来

た
人
や
荷
物

を
そ
の
宿
の

人
馬
に
付
け

替
え
、
次
の

宿
ま
で
送
る

こ
と
で
、
同

じ
人
馬
を
使

っ
て
い
く
つ

も
の
宿
場
を

通
過
す
る
こ

と
は
許
さ
れ

�
�
�
�
�
�
�
�
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�
�
�
�
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ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
に
各
宿
場

に
は
、
交
通
量
の
多
い
東
海
道
に
は
、

人
足　

人
・
馬　
 
疋 
、
中
山
道
は　

人

ひ
き

１００

１００

５０

・　

疋
、
こ
れ
ら
よ
り
交
通
量
の
少
な

５０
い
甲
州
道
中
・
日
光
道
中
・
奥
州
道
中

は　

人
・　

疋
の
人
馬
が
用
意
さ
れ
ま

２５

２５

し
た
。
甲
州
道
中
の
宿
場
の
一
つ
で
あ

る
日
野
宿
も
、　

人
・　

疋
の
人
馬
を

２５

２５

負
担
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
街
道
が
整
備
さ
れ
旅
行

が
盛
ん
に
な
る
と
、
五
街
道
を
中
心

に
、
道
中
の
風
景
や
情
報
を
盛
り
込
ん

だ
各
種
の
道
中
絵
巻
や
道
中
図
、
旅
行

案
内
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
中
に
は
、
宿
場
間
の
距

離
や
人
馬
を
使
用
す
る
際
の
賃
銭
、
関

所
や
渡
船
場
の
位
置
を
示
す
な
ど
実
用

的
な
道
中
図
や
道
中
記
も
あ
り
ま
す

が
、
一
方
で
は
絵
を
楽
し
ん
だ
り
道
中

双
六
の
よ
う
な
遊
び
が
加
え
ら
れ
た
も

の
も
作
ら
れ
ま
し
た
。
今
回
は
広
げ
て

楽
し
い
折
本
「（
東
海
道
）
五
十
三
次
細

見
図
」
を
紹
介
し
ま
す
。

「
五
十
三
次
細
見
図
」

　

こ
の
図
は
手
書
き
の
東
海
道
絵
地
図

で
、
長
さ
が　

�
に
及
ぶ
折
本
仕
立
て

１４

の
道
中
図
で
す
。
宿
場
名
と
宿
の
町
並

み
、
宿
場
間
の
距
離
、
江
戸
・
京
都
ま

で
の
距
離
、
一
里
塚
・
神
社
仏
閣
等
は

他
の
道
中
図
に
も
み
ら
れ
ま
す
が
、
さ

ら
に
お
も
な
宿
場
か
ら
見
え
る
景
色
が

彩
色
さ
れ
て
描
か
れ
て
い
ま
す
。
富
士

山
が
旅
を
往
く
人
々
に
特
別
な
感
慨
を

も
た
ら
す
の
は
今
も
昔
も
変
わ
ら
ず
、

様
々
な
道
中
図
に
描
か
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
の
道
中
図
で
は
富
士
山
が
遠
い

宿
場
で
は
小
さ
く
、
街
道
を
進
み
近
づ

く
に
つ
れ
て
次
第
に
大
き
く
描
か
れ
、

ま
た
遠
ざ
か
っ
て
ゆ
く
と
小
さ
く
描
か

れ
る
な
ど
、
旅
を
し
て
い
る
よ
う
な
臨

場
感
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
折
本
の
道
中
図
は
紙
面
が

細
長
い
と
い
う
制
約
が
あ
っ
て
、
ほ
ぼ

一
直
線
上
に
描
か
れ
る
こ
と
が
多
い
の

で
す
が
、
こ
の
道
中
図
は
、
図
版
の
よ

う
に
紙
の
継
ぎ
目
に
よ
っ
て

方
向
を
変
え
、
折
り
方
を
工

夫
し
た
仕
立
て
に
な
っ
て
い

る
の
で
、
方
向
も
ほ
ぼ
正
確

に
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

文
久
３
年
（
１
８
６
３
）　

代
将
軍

１４

家
茂
の
警
護
の
た
め
に
日
野
宿
の
千
人

同
心
井
上
松
五
郎
が
東
海
道
を
上
洛

し
、
そ
の
時
の
様
子
を
「
旅
記
録
」
と

し
て
残
し
て
い
ま
す
が
、
松
五
郎
が
旅

で
見
聞
し
た
風
景
や
出
来
事
は
、
こ
の

道
中
図
を
広
げ
な
が
ら
思
い
浮
か
べ
る

と
一
層
鮮
明
に
よ
み
が
え
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。（

郷
土
資
料
館　

鈴
木
淳
世
）

※
９
月　

日
�
か
ら
の
特
別
展
「
絵
図

２３

か
ら
見
え
る
江
戸
と
日
野
」で「
五
十
三

次
細
見
図
」
と
井
上
松
五
郎
の
「
旅
記

録
」
の
記
述
を
併
せ
て
展
示
し
ま
す

９８

 
■
２
０
０
６
年
度
テ
ィ
ボ
ー
ル
大

会
で「
東
京
日
野
リ
ト
ル
リ
ー
グ
」

が
優
勝

　

６
月　

日
〜　

日
に
滝
が
原
運

１８

２５

動
場
（
八
王
子
市
）
で
行
わ
れ
た

２
０
０
６
年
度
リ
ト
ル
リ
ー
グ
東

京
連
盟
テ
ィ
ボ
ー
ル
大
会
で
、

「
東
京
日
野
リ
ト
ル
リ
ー
グ
」
が

優
勝
し
ま
し
た
。

 
■
第　

回
日
本
少
年
野
球
選
手
権

３７

大
会
東
京
都
西
支
部
予
選
で
「
日

野
ボ
ー
イ
ズ
」
が
優
勝

　

６
月　

日
〜　

日
に
関
東
村
グ

１０

２５

ラ
ウ
ン
ド
（
調
布
市
）
ほ
か
で
行

わ
れ
た
第　

回
日
本
少
年
野
球
選

３７

手
権
大
会
東
京
都
西
支
部
予
選

で
、「
日
野
ボ
ー
イ
ズ
」
が
優
勝
し

ま
し
た
。 

 
■
�
日
野
法
人
会
が
小
学
生
を
対

象
に
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル
を
兼
ね

た
税
金
教
室
を
実
施

　

７
月　

日
に
市
民
陸
上
競
技
場

３０

で
「
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル
を
兼
ね

た
税
金
教
室
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は　

人
以
上
の
小
学
生
が
参

３００

加
し
、
午
前
中
、
税
金
の
こ
と
を

勉
強
し
た
後
、
午
後
か
ら
は
、
東

京
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
１
９
６
９
の
コ
ー

チ
の
サ
ッ
カ
ー
指
導
を
受
け
ま
し

た
。

 

 
■
映
画
「
ス
ケ
バ
ン 
刑  
事 　

コ
ー

で 

か

ド
ネ
ー
ム
＝
麻
宮
サ
キ
」

　

９
月　

日
�
か
ら
全
国
公
開
さ

３０

れ
る
映
画
の
撮
影
が
、
実
践
女
子

大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

松
浦
亜
弥
が
４
代
目
「
麻
宮
サ

キ
」
を
襲
名
し
、
赤
い
ヨ
ー
ヨ
ー

片
手
に
悪
に
挑
む
。

　

そ
し
て
、
い
じ
め
、
爆
弾
テ
ロ
、

ネ
ッ
ト
犯
罪
が
複
雑
に
絡
ま
っ
た

事
件
に
果
敢
に
立
ち
向
か
い
ま

す
。

﹇
監
督
﹈
深
作
健
太
﹇
主
演
﹈
松

浦
亜
弥
ほ

か

﹇
問
合
せ
先
﹈
産
業
振

興
課

▲五十三次細見図　明和２年（１７６５）

�２００６「スケバン刑事　コードネーム＝麻宮サキ」製作委員会


